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初
議
会
で
正
副
議
長
選
出
、
議
員
８
人
体
制
ス
タ
ー
ト

初
議
会
で
正
副
議
長
選
出
、
議
員
８
人
体
制
ス
タ
ー
ト

　

定
数
減
で
役
職
か
け
も
ち
一
人
四
役
も

　

定
数
減
で
役
職
か
け
も
ち
一
人
四
役
も

中頓別探検隊 「 野鳥の観察会 」　野鳥 見えるかなぁ… ？？ あっ いたいた！

中頓別小学校  総合的な学習の取り組み（ 藤井 ふるさとの森）

第２回臨時会



なかとんべつ町議会だより１５５号 ２

　統一地方選挙後の初議会となる平成１９年第２回臨時会が、５月７日
開かれ、正副議長のほか、各委員長、一部事務組合議会議員など、議会
の人事構成が決定されました。
　このうち正副議長選挙は投票で行われ、議長に石神議員が当選。引き
続き行われた副議長選挙では、藤田議員が当選しました。
　いきいきふるさと常任委員、議会運営委員の指名後、委員長の互選が
行われ、それぞれ柳澤議員、星川議員が委員長に選ばれました。
　一部事務組合議会議員の選挙は、議長による指名推せんで行われ、南
宗谷衛生施設組合議会議員に、西原議員、村山議員を選出。南宗谷消防
組合議会議員に西原議員、東海林議員が選出されました。
　町長が提案者となる議員選出監査委員には、本多議員の選任に全会一
致で同意。動議により、「議会広報編集特別委員会」が設置され、３名
の委員による議会広報体制がスタートすることになりました。

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
長
に
柳
澤
議
員

議
会
運
営
委
員
長
に
星
川
議
員
を
選
出

議
員
選
出
監
査
委
員
に
本
多
議
員

議長選挙で石神議員が当選
　　　　　　副議長は藤田議員に 第２回第２回

臨時会臨時会
第２回
臨時会

議
員
数
ひ
と
け
た
時
代
へ

議
員
数
ひ
と
け
た
時
代
へ

定
数
８
人
体
制
ス
タ
ー
ト

定
数
８
人
体
制
ス
タ
ー
ト

西
原
央
騎
（
に
し
は
ら
・
お
う
き
）

歳
／
無
所
属
／
１
回

32

本
多
夕
紀
江
（
ほ
ん
だ
・
ゆ
き
え
）

歳
／
日
本
共
産
党
／
２
回

55

東
海
林
繁
幸
（
し
ょ
う
じ
・
し
げ
ゆ
き
）

歳
／
無
所
属
／
２
回

68

村
山
義
明
（
む
ら
や
ま
・
よ
し
あ
き
）

歳
／
無
所
属
／
７
回

61

星
川
三
喜
男
（
ほ
し
か
わ
・
み
き
お
）

歳
／
無
所
属
／
３
回

52

柳
澤
雅
宏
（
や
な
ぎ
さ
わ
・
ま
さ
ひ
ろ
）

歳
／
無
所
属
／
３
回

54

藤
田
首
健
（
ふ
じ
た
・
し
ゅ
け
ん
）

歳
／
無
所
属
／
４
回

66

石
神
忠
信
（
い
し
が
み
・
た
だ
の
ぶ
）

歳
／
無
所
属
／
８
回

66

議
員
数
ひ
と
け
た
時
代
へ

議
員
数
ひ
と
け
た
時
代
へ

定
数
８
人
体
制
ス
タ
ー
ト

定
数
８
人
体
制
ス
タ
ー
ト

議
員
数
ひ
と
け
た
時
代
へ

定
数
８
人
体
制
ス
タ
ー
ト

※

氏
名
（
議
席
順
）・
年
齢
（
５
月
１
日

現
在
）・
所
属
・
当
選
回
数

５月７日初議会で議会構成決まる！

議会を傍聴しましょう！議会を傍聴しましょう！
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臨時会
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議
員
数
ひ
と
け
た
時
代
へ

定
数
８
人
体
制
ス
タ
ー
ト

議
員
数
ひ
と
け
た
時
代
へ

定
数
８
人
体
制
ス
タ
ー
ト

町民の声届く議会に
石 神 忠 信議長

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
度
、
統
一
地
方
選
挙
後
の
初
議
会

　
　
　
　
　
　

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
み
な
さ
ま
か
ら

　
　
　
　
　
　

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
三
度
、
町
議
会
議

　
　
　
　
　
　

長
の
要
職
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

責
任
の
重
大
さ
を
か
み
し
め
る
と
同
時

　
　
　
　
　
　

に
、
初
心
に
返
り
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の

　
　
　
　
　
　

負
託
に
応
え
る
べ
く
、
声
な
き
声
に
耳
を

　
　
　
　
　
　

傾
け
る
議
会
で
あ
り
た
い
と
決
意
を
新
た

　
　
　
　
　
　

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
る
首
長
と
議
会
は
、
共
に

民
意
の
代
表
機
関
（
二
元
代
表
制
）
と
し
て
対
等
な
関
係

に
立
ち
、
緊
張
感
を
保
ち
な
が
ら
住
民
福
祉
向
上
の
た
め

に
競
い
合
う
立
場
に
あ
り
ま
す
。

　

と
く
に
、
分
権
改
革
以
降
、
議
会
に
は
、
行
政
の
施
策

を
監
視
・
チ
ェ
ッ
ク
す
る
能
力
と
と
も
に
、
条
例
な
ど
を

立
法
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

改
選
を
経
て
、
議
員
数
は
８
名
に
減
少
し
、
一
人
ひ
と

り
に
寄
せ
ら
れ
た
負
託
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
少
数
精
鋭
に
努
め
、
分
権
時
代
に
相
応
し
い
議

決
機
関
と
し
て
の
職
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
で
、
町
の
行
財
政
運
営
の
舵

取
り
は
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
が
、
野
邑
町
長
を
先
頭
に

行
政
と
議
会
が
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
い
な
が
ら
、
町
民

に
と
っ
て
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
町
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
議
長
就
任
と
議
会
を
代
表
し
て
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

 

新 し い
議会構成

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

柳 澤 雅 宏
星川三喜男
西 原 央 騎
本多夕紀江
東海林繁幸
村 山 義 明
藤 田 首 健
石 神 忠 信

いきいきふるさと常任委員会
委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員

星川三喜男
村 山 義 明
藤 田 首 健
柳 澤 雅 宏

議会運営委員会

委 員 長
副委員長
委　　員

本多夕紀江
西 原 央 騎
東海林繁幸

議会広報編集特別委員会

西 原 央 騎 　村 山 義 明
南宗谷衛生施設組合議会議員

西 原 央 騎 　東海林繁幸
南宗谷消防組合議会議員

本多夕紀江
監査委員（議員選出）

石 神 忠 信議　長

副議長 藤 田 首 健

議会は、町民のみなさんの暮らしや福祉など、身近な問題を議論する「しゃべり場」です。
議会の動きをあなたの目と耳で知ることは、明日の町づくりにつながる第一歩です。
第２回定例会は、６月６日に招集され、一般質問が行われます。
詳細は、議会だより臨時号「かけはし」でお知らせしますので、ぜひ傍聴におこしください。
◆議会の日程、傍聴等に関するお問合せは、TEL６－２２４４（議会事務局）へ。

議会を傍聴しましょう！議会を傍聴しましょう！議会を傍聴しましょう！議会を傍聴しましょう！議会を傍聴しましょう！＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



　

４
月　

日
の
統
一
地
方
選
挙
で
、
「
ど
う
か

住
み
よ
い
町
に
」
と
の
町
民
の
願
い
を
託
さ
れ

８
人
の
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

改
選
の
度
に
定
数
が
減
り
、
つ
い
に
一
桁
議

会
と
な
り
、
気
が
か
り
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　

議
員
数
が
減
っ
て
町
民
の
声
が
議
会
に
届
き

に
く
く
な
ら
な
い
よ
う
、
私
た
ち
議
員
は
、
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
掲
げ
、
微
弱
な
意
見
も
受
信
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
夏
至
に
か
け
て
、
一
日
ご
と
に
日

が
長
く
な
り
、
中
頓
別
は
、
春
本
番
か
ら
夏
を

迎
え
ま
す
。

　

夜
明
け
と
共
に
起
き
、
日
没
を
惜
し
む
暮
ら

し
は
、
田
舎
で
し
か
味
わ
え
ま
せ
ん
。

　

季
節
の
う
つ
ろ
い
に
身
を
ま
か
せ
、
野
山
で

山
菜
を
採
り
、
畑
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
に
い
そ
し

む
暮
ら
し
は
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
っ
て
も
、
幸

福
な
時
間
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
好
き
な
こ
と
を
し
な

が
ら
暮
ら
す
…
当
た
り
前
の
願
い
が
叶
え
ら
れ

る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ

り
」
を
め
ざ
し
て
編
集
委
員
一
同
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
等
も
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
）

初
議
会
で
正
副
議
長
選
出
、
議
員
８
人
体
制
ス
タ
ー
ト

　

定
数
減
で
役
職
か
け
も
ち
一
人
四
役
も

あ　

と　

が　

き
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宗
谷
管
内
議
員
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

　

宗
谷
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
、
５
月　

日
礼
文
町
「
ピ
ス
カ　

」
で
開
催

さ
れ
、
全
議
員
８
名
が
参
加
。
全
国
町
村
議
会
議
長
会
事
務
総
長
・
高
田
恒
氏
の
講

演
「
町
村
議
会
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て
」
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
と
く
に
次
の
３
点
が
重
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　

①
議
長
へ
の
臨
時
議
会
招
集
請
求
権
付
与
、
専
決
処
分
の
要
件
の
明
確
化
、
委
員

会
制
度
の
見
直
し
等
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
方
議
会
制
度
の
見
直
し
が

さ
れ
、
議
会
の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
る
内
容
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
十
分
対
応
し
た

議
会
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
か
問
わ
れ
て
い
る
。
②
新
た
な
財
政
の
取
り
組
み
と
し

て
、
新
型
交
付
税
が
導
入
さ
れ
、
平
成　

年
度
か
ら
算
定
方
法
の
抜
本
的
な
簡
素
化

が
図
ら
れ
た
。
が
ん
ば
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 

「
魅
力
あ
る
地
方
」
の
取
り
組
み

と
、
そ
の
成
果
が
交
付
税
の
算
定
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
③
夕
張
市
は
、

財
政
状
況
を
隠
そ
う
と
す
る
意
識
が
あ
り
、
破
た
ん
し
て
し
ま
っ
た
。
役
所
は
当
然
、

議
会
も
知
っ
て
い
て
当
た
り
前
、
住
民
だ
け
が
知
ら
な
か
っ
た
。
前
の
人
（
市
長
）

の
ミ
ス
リ
ー
ド
を
指
摘
（
否
定
）
し
な
け
れ
ば
再
建
は
で
き
な
い
。
財
政
再
建
団
体

と
な
る
か
、
な
ら
な
い
か
は
、
赤
字
団
体
の
意
志
（
議
会
の
議
決
）
に
よ
る
。
議
員
、

議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は
重
大
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
報
告
者
・
東
海
林
繁
幸
】
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公平委員に高山さんを選任

専決処分５件を承認

　前職の辞任に伴う公平委員会委員の後任とし
て、高山哲也さん（４３歳・字中頓別在住）の
選任に同意しました。

　専決処分とは、議会の権限に属する事項につ
いて、町村長が議会に代わって意思決定を行う
ことをいいます。通常、町村長が、議会の議決
すべき事件について特に緊急を要するため議会
を招集する時間的余裕がないことが明らかであ
るときに認められるものです。
　第２回臨時会では、町長から５件の専決処分
が報告され、いずれも承認されました。

第２回臨時会で決まりました

　特別会計への繰出金、各種基金への積立金を
中心とした補正です。一般会計の歳入歳出総額
は、３７億１，３０９万８千円になりました。

●承認第１号　平成18年度中頓別町一般会計
　補正予算　３月３０日専決

　本特別会計が平成１８年度で廃止されるため
繰越額をゼロにする必要があり、余剰金３百万
円を一般会計に繰り入れる補正です。

●承認第２号　平成18年度中頓別町知的障害
　者福祉事業特別会計補正予算　３月３０日専決

　支払基金からの交付金が平成１９年度に交付
されることになり、予算不足を一時的に補うた
め一般会計から繰り入れる補正です。

●承認第３号　平成18年度中頓別町老人保健
　事業特別会計補正予算　３月３０日専決

　地方税法の改正に伴い、個人住民税、固定資
産税の控除・減額の規定が一部追加されたほか、
町たばこ消費税が改正されました。

●承認第４号　中頓別町税条例の一部を改正す
　る条例の制定

　地方税法施行令の改正に伴い、国民健康保険
税基礎賦課限度額を５３万円から５６万円に引
き上げる条例改正です。

●承認第５号　中頓別町国民健康保険税条例の
　一部を改正する条例の制定

22
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